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審   査   の   要   旨 
大都市圏における従来のモビリティ研究は、一日を対象に市町村や小地域を単位に集計した起終点行列を用いる
ことが多かった。本論文では、個人の行動の位置情報を１分おきに示した膨大な非集計データを効率的に処理する
とともに、単位地域を 1kmメッシュで統一化し客観性をもたせた統計解析を行っている。時間的、空間的にも精緻
な分析枠組を構築することによって、モビリティからみた多極分散性と行動目的の空間パターンとの相互関係を実
証的に解明しており、斬新な研究として本論文は高く評価できる。とくに、多段階意思決定のニューマン・アルゴ
リズムという独創的な手法を駆使して、モビリティからみた都市間競合関係を定量的に明らかにした点にはオリジ
ナリティが認められる。 
本論文で著者は、東京大都市圏内のモビリティからみたデイリーリズムを空間的に構造化し、都市のダイナミズ
ムを論じている。都市の機能、規模、関係位置によってデイリーリズムが規定されることを示し、空間循環現象が
東京大都市圏における四重同心円構造に起因することをみいだしたことは特筆される。分析結果を踏まえたエビデ
ンスベースの体系的な説明と論理的な解釈には、説得力がある。本論文で得られた実証的成果は、都市圏行政の基
礎資料として役立つだけでなく、将来の都市計画や地域政策にも貢献することが期待される。  
平成31年１月31日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行い、
本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって合格と
判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
